
 RCCM 登録申請における CPD 単位取得の Q&A 
 

Q1 いつからの登録申請から CPD が何ポイント必要か？ 
A1 RCCM 試験合格後４年以上経った方が平成 22 年 4 月 1 日から 4 年間で 100 単位必要 
 
Q2 4 年間で 100 単位の計算方法は？ 
A2 2-1 月単位（月末）が基準 
  2-2 申請した月の前月から逆算した 4 年間 
   例：申請月が平成 22 年 6 月なら「平成 18 年 6 月から平成 22 年 5 月」の 4 年間 
 
Q3 複数部門を登録申請する場合？ 
A3 3-1 同一年の登録申請の場合、1 部門増えるごとに 10 単位が必要 
   例：2 部門→100＋10＝110  3 部門→100＋20＝120 
  3-2 申請する年度が違う場合 
   例：すでに H22 年に登録申請をして、他部門の登録申請を H23 年をする場合、H22

年で用いた H19 年、H20、H21 の CPD 記録を使用できる。 
Q4 CPD 単位の取得証明書の機関は？ 
A4 4-1 （社）建設コンサルタント協会以外に登録している方は 
     建設系 CPD 協議会（14 団体）が発行する証明書が必要 

① （社）空気調和 衛生工学会 ②（社）地盤工学会 ③（社）土木学会  
④（社）日本技術士会 ⑤（社）日本建築学会 ⑥（社）日本造園学会 
⑦（社）日本都市計画学会 ⑧（社）農業農村工学会 ⑨日本建築士連合会 
⑩（社）全国土木施工管理技士連合会 ⑪（社）日本コンクリート工学協会 
⑫（社）日本環境アセスメント協会 ⑬地質技術者生涯学習協議会 
⑭（社）建設コンサルタンツ協会 

  4-2 （社）建設コンサルタンツ協会に CPD を登録している方 
    ・ 取得承認済み記録書（総合計、期間を記載した）のコピー1 枚 

・ 各自が WEB より以下の手順で印刷する 
① HP より「CPD システム」(ID、パスワード入力)→「ログイン」 
② 「CPD 記録確認」（承認済の CPD 記録を開催日で検索） 
③ 日付を指定して検索「開催期間  年  月～  年  月」 
④ CPD 記録検索 検査結果一覧 （期間、CPD 合計） 

   4-3 複数の建設系 CPD 協議会に登録している方 
     各学協会の合計単位は 100 単位以上になること、但し、記録が重複しないこと 
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記録確認の方法 

 ログインをする。 

 

 

 

 ＣＰＤ記録確認 
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 承認済のＣＰＤ記録を開催日で検索 

 

 

 

 開催期間を変更して検索をする。 ※ 登録申請月の前月から逆算して 4年間 
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 ＣＰＤ記録一覧の表示 

 

 

 パソコンに表示された画面を印刷 ※ 1 ページのみで可 
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